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個人の市場価値の向上と生涯成長を支える

株式会社人財アジア 定期ニュースレター
岡村の最近の注目ニュース ビジネス予備校近況リポート B-EAT会活動報告

ビジネスにおける “理と情の関係” をいかに捉えるか
記念すべき節目となる卒業だが、あえて「中締め」と称して、自身の感情が高ぶらないよう気を付けている。

人生１００年時代、学びの効果が長く続く「仕組み」作りの冷静な応援こそが、大事な生徒への思いの表し方と考えるからだ。
弊社顧問の麻植茂氏に「ビジネスは１００％理である」との言葉を貰ってから１０年近く経つが、いまだにその真の意味を反芻、模索
し続けている。奥が深い。皆さんは、自身を人間的という曖昧な言葉で肯定し、感情に身を任せて判断や行動をしていないか？身の回
りにイエスマンが増えてきたと感じたら要注意だ。
気を緩めれば情緒に流されやすい私は、自己を客観視する仕組みとして以下を大切にしている。

①本音で語り合える関係を構築する。
「それ、納得できません」「前の指示とちょっと違いませんか？」そんな本音を部下や後輩が言ってくれるようになったら、あなたの成
功はほぼ確実だろう。部下こそ最高のメンターだ。中には考えがすぐまとまらない人もいる。ならば「うまく言葉が出てこないけれど、
なんかおかしく感じる・・」と “心の実況中継” をしてもらうだけでよい。進言の受け手が心を乱しさえしなければ、本音の発信は、
言う側も言われる側も幸せにする。

②様々な目線を持つ。
予備校で資産運用を模擬的に経験したみなさんは、今回のウクライナ侵攻を“自分事化”しながら追いかけていることだろう。同じニュー
スでも、誰もがプーチンになりかねないと思って読むか、他人事として突き放して読むかで、学びの深さが全く違うことを実感してい
るはずだ。世界目線を獲得すれば自身を客観視する最高のツールとなる。身近な例をとれば、上司目線で自身の業績を評価すると、自
己の過大または過小評価が抑制されることだろう。

4 月から新年度を迎える人が大半だと思うが、新しい職場や立場になって心が躍る人もいるだろう。１週間もしたら一歩下がって冷静
に自己を客観視してみたらどうか。ビジネスにおける “理と情の関係” をいかに捉えるか、いずれ是非みなさんの考えを伺ってみたい。
今回のご寄稿くださった藤岡さんからは、強烈な言葉の選択の背景に次世代への深い愛情を感じる。叱咤激励と受け止めて私もわが身
に鞭を打っている。

What s up?

（EAT代表　岡村 進）注 )この隔月ニュースの内容をさらに充実させ、発信していきたいです。メールアドレス等の変更は総務企画までお知らせくださいね！

社員も私も一年間ともに走ってきた生徒の皆さん一人一人の顔を思い浮かべて
感傷的になる。今期は、コロナやウクライナ侵攻など世の中の不安定さが増大している中での
協学ゆえ、より心に刻まれる時間となった。
世代や業種を越えて本音で議論し合う濃密な一年は、（我々主催者も含めて）各自の今後の人生に
相応のインパクトを持って影響を及ぼすだろう。

いつ始めても
遅すぎることはない。2 0 2 2 / 0 3

３～４月は
EAT ビジネス予備校の卒業シーズン。
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特別寄稿およびWhat’ s up?　に掲載して下
さる方を募集しています。ご希望の方は事務
局までお問合わせのほど、お願い致します。
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B-EAT
IMF 日本 代表理事 田中琢二氏（財務省）を
お招きしたネット対談を開催。

ビジネス予備校の OB/OG による
地域を超えた繋がり

What s up?
原　英明
HIDEAKI  HARA
EATビジネス予備校 　
福岡クラス（3期生）
某生命保険会社勤務

コロナ禍の在宅勤務にも慣れました。リモート環境では曖昧さを減らし、
明確な成果物を大切にしています。しかし、それだけでは組織運営は難
しく、絵と言葉の両方で伝える等、コミュニケーション上の工夫をして
います。EATでは、一流の方々と自分の差を知りました。
卒業後、進む方向や距離は分かりましたが、日々進む距離は自分で決め
なくてはなりません。共に学んだ方々との縁を推進力とすべく大切にし
ていきたいです。
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人財アジア主催のネット対談「不確実性が増大する世界でいかに生きるか～
日本人の底力」を実施。
予備校卒業生他４０数名が参加。質問が絶えず。空海の三密加持他から紐解
き、日本の名経営者の理念と成功の必然を語るご講演から、日本人の底力を
感じ、大いに勇気づけられた。
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る
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ん
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い
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